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問1 近年の日本における法律案の提出数と成立数の傾向を説明した文として、適切なものを選びなさい。 （2022年　香川公立入試　類似）

1.  議員提出法案は、内閣提出法案
よりも提出件数・成立件数ともに
常に多い傾向にある。

2.  内閣提出法案は、議員提出法案
に比べて提出件数は少ない傾向に
あるが、提出された法案のうち成
立する割合は非常に高い。

3.  議員提出法案は、提出件数は
100件を超えるなど多いが、内閣
提出法案よりも成立件数が多い。

4.  内閣提出法案は、成立件数が議
員提出法案の半分以下にとどまっ
ており、議会の反対を受けやす
い。

問2 日本の国会における法案の提出と成立の状況について述べた文章として、近年の統計的な傾向（2020年から2024年までの合
計など）に基づいた正しいものはどれですか。 （2026年　兵庫公立入試　類似）

1.  内閣提出法案は、提出された件
数のうち9割以上が成立してお
り、議員提出法案よりも成立する
割合が高い

2.  議員提出法案は、内閣提出法案
よりも提出される件数が少ない
が、成立する割合は内閣提出法案
よりも高い

3.  内閣提出法案と議員提出法案を
比較すると、どちらも提出された
法案の約半数が成立するというデ
ータがある

4.  議員提出法案は、提出された件
数の約8割が成立しており、内閣
提出法案よりも効率的に法律が作
られている

問3 日本の裁判官の身分保障と、その例外に関する記述として正しいものを選びなさい。 （2024年　千葉県公立入試　類似）

1.  裁判官は、国会が設置する弾劾
裁判所により罷免の裁判を受けな
い限り、その職を失うことはな
い。

2.  裁判官は、内閣の判断によっ
て、いつでもその職務を解任させ
られる仕組みになっている。

3.  裁判官は、いかなる理由があっ
ても職を追われることはなく、終
身その地位が保障される。

4.  裁判官は、著しい義務違反があ
った場合でも、国会議員の過半数
の賛成のみで直ちに罷免される。

問4 近代民主政治の基本原則の一つに、国家権力を複数の独立した機関に分け、相互に抑制と均衡を図る「権力分立」がありま
す。この考え方を提唱したモンテスキューの著書と、彼が分立させるべきだと主張した三つの権力の組み合わせとして正しい
ものはどれですか。 （2023年　神奈川県公立入試　類似）

1.  『法の精神』：立法権・執行
権・裁判権

2.  『社会契約論』：立法権・執行
権・裁判権

3.  『法の精神』：立法権・行政
権・外交権

4.  『統治二論』：立法権・執行
権・裁判権

問5 日本の立法過程を説明した次の内容のうち、内閣が提出する法律案（内閣提出法案）と、法律の成立に関する説明として最も
適切なものはどれですか。 （2024年　滋賀公立入試　類似）

1.  内閣から提出された法律案は、
衆議院と参議院の両議院で審議さ
れ、可決されることで法律とな
る。

2.  内閣が提出した法律案は、国会
での審議を省略して、天皇の公布
によって直ちに成立する。

3.  内閣は予算案を提出する権限は
あるが、法律案を国会に提出する
権限は憲法上認められていない。

4.  内閣が提出した法律案が衆議院
で否決された場合、最高裁判所が
最終的な成立の可否を判断する。

問6 国会に提出された法律案が成立するまでの一般的な過程について、各議院の議長から案が付託された後に行われる手続きとし
て、最も適切なものはどれですか。 （2014年　愛媛公立入試　類似）

1.  本会議での採決に先立ち、少人
数の議員による委員会で、専門的
な見地から詳しい審議を行う。

2.  内閣がその法律案を執行できる
かどうかを判断するための閣議
を、国会内で開催する。

3.  最高裁判所の裁判官が招集さ
れ、法律案が憲法に違反していな
いかを審査する。

4.  国民投票を実施し、過半数の賛
成が得られた場合のみ、本会議で
の審議に進む。

問7 法律や命令が憲法に違反していないかを判断する「違憲審査制」において、最終的な決定権を持つことから「憲法の番人」と
呼ばれている機関はどこですか。 （2022年　大阪公立入試　類似）

1.  最高裁判所 2.  高等裁判所 3.  地方裁判所 4.  検察庁

問8 日本の政治制度において、衆議院議員が任期満了前にその資格を失い、改めて国民の信を問うために行われる手続きを何とい
いますか。 （2021年　静岡公立入試　類似）

1.  衆議院の解散 2.  参議院の解散 3.  内閣総辞職 4.  弾劾裁判
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答え合わせ・解説

問1 答え 2
内閣提出法案は、議員提出法案に比べて
提出件数は少ない傾向にあるが、提出さ
れた法案のうち成立する割合は非常に高
い。

平成30年から令和2年ごろの統計によると、国会議員による法案提出は年間100～160件程度と多
いものの、実際に成立するのはそのうち十数件から30件弱にとどまります。一方、内閣提出法案は
70～80件程度の提出に対し、そのほとんどが可決・成立しており、成立件数においても成立率にお
いても議員提出法案を大きく上回るのが一般的です。これは、内閣提出法案が事前に与党との調整
を済ませてから提出されるためです。

問2 答え 1
内閣提出法案は、提出された件数のうち
9割以上が成立しており、議員提出法案
よりも成立する割合が高い

近年の統計によると、内閣提出法案は357件中347件が成立（約97％）しているのに対し、議員提
出法案は488件中91件の成立（約18％）にとどまっています。このデータから、日本の立法におい
ては内閣が提出する法案が中心的な役割を果たしており、かつ極めて高い成立率を維持しているこ
とがわかります。

問3 答え 1
裁判官は、国会が設置する弾劾裁判所に
より罷免の裁判を受けない限り、その職
を失うことはない。

裁判官が外部からの圧力を受けずに独立して裁判を行うためには、簡単に辞めさせられない「身分
保障」が必要です。ただし、職務上の義務違反や不適切な行為があった場合には、例外として国会
が設置する「弾劾裁判所」による罷免や、心身の故障による裁判が行われる仕組みが整えられてい
ます。また、最高裁判所の裁判官については国民審査による罷免も認められています。

問4 答え 1
『法の精神』：立法権・執行権・裁判権

フランスの思想家モンテスキューは、その著書『法の精神』において三権分立を体系化しました。
彼は特に裁判権を他の二権（立法・執行）から切り離すことの重要性を強調しており、これらが同
一の機関に属することを否定しました。なお、『社会契約論』はルソー、『統治二論（市民政府二
論）』はロックの著書です。

問5 答え 1
内閣から提出された法律案は、衆議院と
参議院の両議院で審議され、可決される
ことで法律となる。

内閣から提出された法律案（閣法）であっても、議員から提出された法律案であっても、日本の二
院制のもとでは原則として衆議院と参議院の両方の議院で審議し、可決される必要があります。国
会は「国の唯一の立法機関」であるため、内閣が作成した案であっても国会での審議と議決が不可
欠です。

問6 答え 1
本会議での採決に先立ち、少人数の議員
による委員会で、専門的な見地から詳し
い審議を行う。

国会に提出された法律案は、まず各議院の議長によって適切な委員会に送られ（付託）、そこで詳
細な議論が行われます。委員会での審査が終わった後に、全議員が参加する本会議で採決が行われ
るのが一般的な流れです。これを「委員会中心主義」と呼びます。

問7 答え 1
最高裁判所

日本の司法制度では、すべての裁判所が違憲審査権を持っていますが、その中でも三審制の終着点
として最終的な判断を下すのが最高裁判所です。憲法を最高法規として守り抜く役割を担っている
ため、このように称されます。

問8 答え 1
衆議院の解散

衆議院の解散は、任期満了前に全議員の資格を失わせる制度です。これによって総選挙が行われ、
国民の最新の意思を国会に反映させることができます。二院制のうち、解散があるのは衆議院のみ
であり、参議院には解散の制度がないことが重要な特徴です。


